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本研究では、University of California, Irvineの TRIGA
®炉での放射化分析実験と MVP‒BURNコードを用い

た燃焼計算解析によって、特に、ルテニウム安定同位体の中性子捕獲断面積データの検証をおこなった。 
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1. 緒言：我々は、計算機シミュレーションと原子炉実験の双方に取り組むことで、核分裂生成物の核変換

による元素資源創製に関する研究[1,2]を進めている。中性子照射実験によって、計算コード内で使用してい

る核データの精度及び信頼性を検証することは、計算結果の信頼性を担保する上で非常に有益である。本

研究では、University of California, Irvine (UCI) の TRIGA
®炉での放射化分析実験と MVP‒BURNコードを用

いた燃焼計算解析によって、ルテニウム(Ru) 安定同位体の中性子捕獲断面積データの検証をおこなった。 

2. 研究手法 

2-1. 放射化分析実験：Ru 濃度~1000ppm の硝酸溶液試料 1mL を調製し、UCI-TRIGA 炉の炉心外周の回転

照射領域にて、出力 250kWで 1時間の中性子照射を実施した。高純度ゲルマニウム半導体検出器を用い

て、照射後試料のガンマ線計測を実施した。計測結果から、生成された放射性同位体 97
Ru、103

Ru、及び

105
Ruの放射能を計算することで、照射終了時刻における各放射性同位体の生成量 A

Nexpを算出した。 

2-2. 燃焼計算解析：燃焼計算コード MVP-BURN、及び JENDL-4.0に基づくMVP用断面積ライブラリセッ

ト MVPLIB_J40を使用して、Ru同位体の生成消滅に係る数値計算をおこなった。なお、燃焼チェーンデ

ータ ChainJ40内に、記載のなかった 96, 97, 98, 99
Ruの取り扱いを追加した。上記の照射実験を模擬して、臨

界計算及び燃焼計算解析を実行し、照射終了時刻における各放射性同位体の生成量 A
Ncalを算出した。 

2-3. 中性子照射量の規格化及び C/E値の相対評価：105
Ruの両結果が 105

Nexp = 
105

Ncalとなるように補正する

ことで、中性子の照射量を規格化し、97
Ru及び 103

Ruについて（105
Ruとの相対的な）C/E値を算出した。 

3. 結果（中性子捕獲断面積データの検証）：上記 2-3.で求めた C/E-1[%]は、97
Ru: -10%、103

Ru: 22%となっ

た。なお、102
Ruの熱中性子捕獲断面積 102

σγ(thermal)については、JENDL-4.0での評価値(1.48[b]) が、他のライ

ブラリや最近得られた測定値(1.24[b])
[3]よりも 20%程度大きな値となっている。上記 C/E値から簡易的に推

定した 102
σγ(thermal)は 1.22[b]となり、本検証は JENDL-4.0よりも文献[3]らの値をサポートする結果となった。 
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